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三
菱
電
機

日
　
　
立

ル
ネ
サ
ス

ル
ネ
サ
ス
労
組
と
し
て

初
め
て
の
春
闘

ル
ネ
サ
ス
労
組
結
成
後
の

初
め
て
行
な
わ
れ
た
春
闘
に

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

結
果
は
賃
上
げ
、
賃
金
改

善
額
一
人
５
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
労
使
協
議
を
経

て
賃
金
体
系
が
決
ま
る
ま
で

賃
金
に
組
み
入
れ
な
い
で
、

６
月
の
一
時
金
時
に
「
一
括

７
６
０
０
円
」
振
り
込
む
こ

と
で
集
約
し
ま
し
た
。

一
時
金
は
、
年
間
４
・
７
ヶ

月
（
昨
年
４
・
55
ヶ
月
）
と

対
前
年
実
績
換
算
比
増
額
７

万
３
４
２
８
円
（
５
・
７
％
）

の
１
３
５
万
４
８
２
２
円
と

な
り
ま
し
た
。

職
場
で
不
満
の
声

職
場
で
は
「
た
と
え
５
０

０
円
で
あ
っ
て
も
賃
金
に
組

み
入
れ
て
ほ
し
い
」
「
企
業

業
績
の
割
り
に
弱
腰
で
あ
る
」

「
ル
ネ
サ
ス
労
組
結
成
の

『
ご
祝
儀
』
も
な
い
の
か
」

「
三
菱
電
機
の
１
０
０
０
円

と
５
・
５
ヶ
月
に
格
差
が
広

が
っ
た
」
「
日
立
の
５
０
０

円+

３
０
０
円
程
度
＝
８
０

０
円
に
届
か
な
か
っ
た
」

「
一
時
金
の+

０
・
15
ヶ
月

は
黒
字
業
績
の
割
に
は
少
な

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

2007年4月4日 むさしNet 第83号 (1）

格
差
が
さ
ら
に
広
が
る
！

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

07
年
春
闘
、
残
念
な
結
果
に

＊
世
界
の
ネ
ッ
ト

利
用
者
が
前
年
同

月
比
10
％
増
の
７

億
４
７
０
０
万
人

に
な
っ
た
、
と
米

調
査
会
社
の
コ
ム

ス
コ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
が
発
表
し
ま
し
た
。

同
調
査
結
果
に
よ
る
と

日
本
は
、
４
％
増
の
５

３
６
７
万
人
と
の
こ
と

で
し
た
。
国
別
ト
ッ
プ

は
、
ア
メ
リ
カ
の
１
億

５
３
４
４
万
人
で
、
伸

び
率
ト
ッ
プ
は
イ
ン
ド

で
33
％
増
で
２
１
１
０

万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
今
の
世
の
中
、

多
く
の
事
が
サ
イ
ト
検

索
で
わ
か
る
様
に
な
っ

て
便
利
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
伴
う
犯

罪
も
多
く
な
っ
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。
職

場
で
は
、
対
話
を
重
視

し
て
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
充
実
さ
せ
た
い
も

の
で
す
。

集積回路

賃上げの比較 一時金の比較



No 組合名 ベア額 是正分 合計額 昨年額 一時金額 月数 昨年

1 松下電器労連 0 1000 1000 500 業績連動 (5.36+α)

2 東芝ｸﾞﾙｰﾌﾟ連合 500 500 1000 500 業績連動 （5.42＜）

3 富士通 500 500 1000 1000 業績連動 (4.9)

4 ＮＥＣ労連 500 500 1000 500 業績連動 (4.6)

5 日立労組 500 300 800 500 1 ,409 ,060 4 .70 4 .85

6 三菱電機労組 500 500 1000 500 1 ,544 ,000 5 .50 5 .10

7 シャープ労組 1000 0 1000 500 1 ,701 ,258 5 .30 5 .25

8 富士電機ｸﾞﾙｰﾌﾟ 500 500 1000 500 1 ,501 ,259 5 .00 4 .70

9 パイオニア労連 500 500 1000 500 業績連動

10 沖電気工業 500 0 500 500 業績連動

11 安川ｸﾞﾙｰﾌﾟﾕﾆｵﾝ 500 500 1000 500 業績連動

07
春
闘
の
結
論
は
「
電

機
連
合
の
方
針
変
更
」
を

受
け
て
、
回
答
は
従
来
の

春
闘
を
変
質
さ
せ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

３
月
16
日
の
日
経
産
業

新
聞
で
は
、
「
電
機
連
合
、

１
０
０
０
円
確
保
あ
り
き
？
」

の
タ
イ
ト
ル
で
報
道
し
、

記
事
の
中
で
、
「
ベ
ア
ゼ

ロ
と
も
取
れ
る
回
答
を
容

認
し
た
電
機
連
合
は
、
将

来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
」
「
特

定
層
に
配
分
が
偏
る
こ
と

に
不
公
平
感
を
抱
く
組
合

員
が
出
か
ね
な
い
」
「
こ

れ
ま
で
の
常
識
な
ら
賃
上

げ
に
該
当
す
る
か
疑
問
視

さ
れ
る
」
さ
ら
に
「
産
別

労
使
交
渉
の
崩
壊
の
始
ま

り
な
の
か
。
来
期
以
降
へ

の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く

な
い
」
と
署
名
入
り
の
小

論
は
結
ん
で
い
ま
し
た
。

2007年4月4日 むさしNet 第83号 (2）

電機大手の低額回答に抗議する

電機大手はいっせいに３月１４日、賃金改善を５００円、１０００円とする低額回答を示

した。回答内容も賃上げでなく、松下電器に代表されるように１０００円の原資を子育て支

援に当てる、富士通は５００円を原資として教育・訓練費用に当てる、とするものであり、

春闘を変質させるのを狙っていることを示すものである。

電機労働者懇談会（電機懇）は、社会的責任に背を向けるこの低額回答に対して強く抗議

するとともに、職場を基礎にした闘いを今後とも粘り強くすすめる事を表明する。

電機連合は、０７春闘に当たり、昨年の統一闘争での反省の上に立って、定昇約２％を始

め、企業間格差是正分を含めて２０００円以上の賃上げを求める統一闘争をかかげて闘った。

会社回答を受けて常任中闘は「回答結果は評価できる」「経営側の英断を高く評価したい」

との見解を表明した。

電機大手各社は人材確保をめざして、大卒の初任給を昨年の１０００円に続き今年も１５

００円の賃上げを満額回答としながら、一方で「業績格差」などを理由にして賃金改善額に

格差を生じさせたことに強く抗議する。

電機懇は、０７春闘を取り組むに当たり全国の電機の職場から「春闘アンケート」を集約

した。職場からは、生活必要額の問いに対して5万円をピークにして加重平均で３万６７０

０円となっているほど春闘に対して大きく期待をしていた。

電機大手の職場では、成果主義賃金制度の導入などにより、ベアよりも個人の成績評価に

伴う賃金決定が大きく増減することもあるが、春闘の持つ重要な意義である「誰でも横並び

に賃上げをする」ことを改めて認識し、闘いを強めることをここに表明する。

０７年３月１５日、電機労働者懇談会／事務局長／谷口利男



３
月
11
日
（
日
）
、
東
京
港
区

の
芝
公
園
福
祉
会
館
で
電
機
懇
と

同
女
性
部
主
催
の
『
０
７
年
「
改

正
雇
用
機
会
均
等
法
」
学
習
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
電
機
懇
事
務
局
長
の
挨
拶
の
後
、

坂
本
福
子
弁
護
士
か
ら
雇
用
機
会
均
等

法
の
改
正
内
容
・
問
題
点
・
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
約
１
時
間
に
わ
た
る
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
各

職
場
の
実
態
報
告
や
質
疑
応
答
を
行
い
、

最
後
に
東
電
機
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
に
よ

る
閉
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
坂
本
弁
護
士
か
ら
、
今
回

の
法
改
正
の
意
義
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
た
め
に
は
雇
用
機
会
均
等
法
の
歴
史

に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
り
、
１
９
６

０
年
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
雇

用
に
お
け
る
男
女
差
別
と
の
闘
い
の
歴

史
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
内
容
は
、
①
女
性
に
対

す
る
差
別
の
禁
止
か
ら
男
女
に
対
す
る

差
別
の
禁
止
へ
、
②
差
別
禁
止
の
対
象

を
追
加
・
明
確
化
、
③
間
接
差
別
の
禁

止
、
④
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る

不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
、
⑤
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
、
⑥

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的

差
別
是
正
）
の
推
進
、
⑦

過
料
の
制
裁
、
⑧
労
働
基

準
法
の
改
正
、
に
ま
と
め

ら
れ
ま
す
。

全
体
と
し
て
よ
り
良
い

労
働
環
境
を
実
現
す
る
た

め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す
が
、
①
間
接
差
別
禁
止

の
内
容
が
限
定
さ
れ
て
い

る
、
②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
が
義
務
規
定
に

な
っ
て
い
な
い
、
③
仕
事

と
家
庭
の
調
和
に
配
慮
さ

れ
て
い
な
い
、
な
ど
の
問
題
点
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
は
、
間

接
差
別
に
関
す
る
省
令
を
定
め
る
場
合

は
国
会
で
の
審
議
内
容
や
更
な
る
検
討

結
果
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
、
省
令
で

定
め
る
物
以
外
に
も
間
接
差
別
と
判
断

さ
れ
る
も
の
が
存
在
し
得
る
こ
と
、
男

女
労
働
者
双
方
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

の
実
現
に
向
け
職
場
環
境
の
整
備
・
残

業
抑
制
・
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
に
取

り
組
む
こ
と
、
な
ど
が
付
帯
決
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

坂
本
弁
護
士
か
ら
は
、
ぜ
ひ
職
場
で

こ
の
法
律
を
使
っ
て
労
働
条
件
を
良
く

し
て
行
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
で
き
る

の
は
働
い
て
い
る
み
な
さ
ん
方
だ
け
で

す
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
の
運
動
に
よ
っ
て
、
法
律
の
適
用
範

囲
を
よ
り
幅
広
い
も
の
に
し
て
行
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
Ｋ
）
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◎
原
発
は
安
全
と
思
い
込
む

電
力
会
社
は
事
故
を
隠
し
を

今
頃
明
ら
か
に
し
た
な
ん
て

何
が
安
全
よ
！
戦
慄
を
覚
え
る

◎
都
知
事
選
の
選
択

都
民
を
見
く
び
る
候
補
は

い
や
だ
な
！ 休

憩
室

男
女
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
へ



07
年
春
闘

が
っ
か
り

３
月
14
日
は
大
手
17
中
闘

の
会
社
回
答
日
。
賃
上
げ
１

０
０
０
円
と
聞
い
た
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
ら
、
翌
日

の
ル
ネ
サ
ス
の
回
答
は
５
０

０
円
。
そ
れ
も
今
年
は
一
時

金
と
し
て
７
６
０
０
円
を
夏

季
一
時
金
時
に
支
給
す
る
と

い
う
も
の
。
号
俸
ア
ッ
プ
の

な
い
人
に
は
全
然
賃
上
げ
の

実
感
な
ど
も
て
な
い
金
額
で

あ
る
。
こ
ん
な
や
り
方
が
続

け
ば
、
ま
す
ま
す
皆
の
意
識

か
ら
組
合
な
ん
て
ど
う
で
も

良
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

Ｍ

や
め
て
ほ
し
い

成
果
主
義
制
度

３
月
、
４
月
は
キ
ャ
リ
ア

シ
ー
ト
の
提
出
の
月
で
あ
る
。

目
標
が
達
成
さ
れ
な
い
と
格

下
げ
も
あ
り
う
る
と

脅
か
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
か
ら
、
目
標
を

達
成
し
て
な
い
人
は

必
死
で
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
っ
て
資
料
作
り

を
し
て
い
る
。
職
場

の
仕
事
は
一
人
一
人

仕
事
が
別
れ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
み
ん

な
で
生
産
を
し
て
い

る
。
生
産
に
お
わ
れ

自
分
の
課
題
が
あ
と

ま
わ
し
に
な
る
人
も

い
れ
ば
、
生
産
な
ど

気
に
せ
ず
自
分
の
課
題
を
夢

中
で
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

こ
ん
な
状
態
で
職
場
に
矛
盾

が
生
ま
れ
な
い
わ
け
が
な
い
。

評
価
す
る
ほ
う
も
、
さ
れ
る

ほ
う
も
大
変
な
今
の
や
り
方

の
成
果
主
義
制
度
は
や
め
て

ほ
し
い
。

Ｈ

三
菱
電
機
・
日
立
と

違
い
す
ぎ
て
問
題

今
年
の
春
闘
は
ル
ネ
サ
ス

労
組
と
し
て
始
め
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
期
待
を
し
て

い
た
が
結
果
は
残
念
な
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
Ｒ

Ｈ
と
か
Ｒ
Ｍ
の
区
分
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ

め
て
も
賃
上
げ
や
一
時
金
の

水
準
を
移
籍
し
た
社
員
の
気

分
や
感
情
に
対
す
る
配
慮
が

な
か
っ
た
の
か
と
思
う
の
で

す
。
営
業
利
益
を
上
げ
て
い

る
経
営
実
績
か
ら
し
て
も
納

得
が
行
く
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
Ｙ
）

職
場
だ
よ
り

2007年4月4日 むさしNet 第83号 (4)

絵

手

紙

で

ご

挨

拶

０７春闘の結果での
昇給原資はいくらか？

ルネサスの春闘は、昨年に続き賃金改善

額が５００円となった。但し今年は、制度

改善が決まるまで賃金には組み込まず、一

時金として７６００円支給されると言う。

号俸は平均でみると５５％の人が昇号す

るとの事であるが、金額がどの様な水準な

のか公表されず問題であると言える。昇号

は、従来の「定期昇給」と似たような制度

と言え、その平均的金額を示すことで、春

闘の持つ意義が具体的に分かってくると言

えるのではないか。 （Ｔ）

07

春
闘
の
経

過
と
結
果
が
分

か
り
に
く
か
っ

た
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
会
社
が
賃
金
制
度
を

変
え
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
今
年
の
結
論
は
賃
金

に
組
み
入
れ
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
残
念
で
た
ま

り
ま
せ
ん
。

（
Ｔ
）

編集後記


